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スオウ架線株式会社さまによる「SDGs宣言」策定について 

 

西京銀行は、持続可能な社会の実現に向け、地元企業さまの SDGsへの取組みをサポート

する「さいきょう SDGsコンサルティングサービス」の提供を行っています。 

このたび、当サービスを通じて、スオウ架線株式会社（本社：山口県山口市 代表取締役 

福本 太一）さまが SDGs宣言を策定されましたので、お知らせします。 

 

企業概要 

会 社 名 スオウ架線株式会社 

所 在 地 山口県山口市仁保中郷 1914番地 1 

代 表 者 福本 太一 

SDGs への取組み 日本林業の全盛期に創生された「林業架線」技術を主力とし、作業

道の新設を抑えた環境負荷の少ない林業に取り組んでいます。架線

を活用することで、地表の攪乱や土砂流出を防ぎ、山林の環境を守

りながら持続可能な林業を目指します。 

さらに、山林での作業においては社員の安全を最優先に考え、安

全教育を徹底し、安心して働ける体制を整えています。また、資格

取得支援や研修制度を通じて社員の成長を後押しするとともに、働

きやすい職場づくりにも努めています。 

U R L https://www.suoukasen.com 

※ スオウ架線株式会社さまの SDGs宣言については、別紙をご参照ください。 

 

西京銀行は、引続き地元の課題解決ニーズに幅広く、きめ細かくお応えし、「地域の皆さ

まのお役に立つ銀行」を目指してまいります。 

 

◆本件に関するお問い合わせ 

西京銀行 ビジネスコンサルティング部（担当：木林） 

TEL：070-7575-2294 

https://www.suoukasen.com/


スオウ架線株式会社 SDGs宣言
当社は、『健全に循環する未来をつくる』という企業理念のもと、国連において

採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成に向け、事業活動を通じて、地
域の課題解決と持続的な成長に貢献してまいります。

2026年2月27日
スオウ架線株式会社

代表取締役 福本 太一

当社のSDGsへの貢献

日本林業の全盛期に創生された『林業架線』技術に
より、作業道の開拓・新設を抑えた、環境負荷の少な
い林業に取り組みます。
山林調査、切り株の芽吹き調査をはじめとする計画

的な森林管理と高度な伐採技術の継承により、持続可
能な林業を目指します。

環境負荷の少ない『林業架線』による山林の保護に
加え、伐採後の林地残材をバイオマスチップとして再
資源化することで、森林資源の循環利用を推進します。
また、事業所においても省エネ機器やLED照明の導入

を進め、環境に配慮した事業活動に取り組んでいます。

山林作業における社員の安全を最優先に、経験・熟
練度に応じた作業分担やドローンの活用により、安心
して働ける体制を整えています。
また、資格取得支援や研修制度で社員の成長を後押

しし、レクリエーション等で社員間の交流を活性化す
ることで、やりがいのある職場づくりに努めています。

山森整備により災害耐性を高めるとともに、県産材の
地産地消に貢献しています。
また、地元スポーツチームへの寄付や、遊休農地を活

用したコメ作りのサポートなど、研鑽利他の心で地域と
の共存共栄を目指します。

持続可能な開発目標（SDGs）とは、すべての人々にとってよりよい、
より持続可能な未来を築くための青写真です。貧困や不平等、気候変
動、環境劣化、繁栄、平和と公正など、私たちが直面するグローバル
な諸課題の解決を目指します。SDGsの目標は相互に関連しています。
誰一人置き去りにしないために、2030年までに各目標・ターゲットを
達成することが重要です。

持続可能な林業のために 環境との共生

安全で働きやすい職場づくり 研鑽利他の心で地域と共に

【主な取り組み】
⚫ 林業架線を活用した山林への環境負荷軽減
⚫ 山林調査・芽吹き調査による計画的な森林管理
⚫ 樹上伐採・特殊伐採など高度な技術の継承

【主な取り組み】
⚫ 林地残材のバイオマスチップ化による森林資源の循

環利用
⚫ 省エネ機器・LED照明の導入

【主な取り組み】
⚫ 県産材の活用促進による地域経済への貢献
⚫ 山林保全による地域の災害防止
⚫ 地元スポーツチーム（ACT SAIKYO）への寄付
⚫ 遊休農地を活用した農業ボランティア

【主な取り組み】
⚫ 経験・熟練度に応じた作業分担による安全確保
⚫ ドローン活用など安全を重視した作業体制の整備
⚫ 資格取得補助、社内でのOJT研修の実施
⚫ 社員旅行やイカ釣り大会等レクリエーションの実施


